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	・2004年10月～2008年3月に実施した戦略的国際科学技術推進事業・日本－中国研究交
	流「都市域におけるPM2.5大気汚染特性と生成機構解明研究」（研究代表者：若松伸司・愛媛大学農学部教授）と本研究の7年間に及ぶ研究交流によって、日本国と中国の間に大気環境に係る研究ネットワークが醸成された。今後も研究交流を推進するとともに、地球温暖化対策と都市大気汚染対策の同時解決を目指すコベネフィット研究への発展を検討している。

